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スケジュール

•第４回（5/10）
•標準機部品作成

•第５回（本日5/17）
•部品動作確認・標準機統合

•第６回（5/24）
•標準機統合・動作確認

•第７回（5/31）
•作業報告書作成

•第８回（6/14）
•標準機製作報告会・判別DR



前回の作業
a. Arduino担当
•ユニバーサル基板半田付け 完了/未完
•セットアップ 完了/未完

b. Raspberry Pi担当
•ユニバーサル基板半田付け 完了/未完
•セットアップ 完了/未完

c. 電源ボード・ケーブル製作
•電源ボード基板製作 完了/未完
•ケーブル製作 完了/未完

d. シャーシ組み立て
•シャーシ組み立て 完了/未完



ラズパイユニバーサル基板

Arduinoユニバーサル基板

電源スイッチ基板

シャーシ組み立て



本日の作業

a. Arduino担当（3,4名）
•テストモータの駆動
•ラズパイとの通信

b. Raspberry Pi担当（3,4名）
•センサの動作確認
• Arduinoとの通信

c. メカ担当（ 2,3名）
•シャーシ組み立て
• 3D CADの使用方法
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※電源ボード担当はa,bに合流
※手が空いたらドキュメント、データ整理
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 (1) MIRSMG4D-SYST-0004 Raspberry Pi  

 (2) MIRSMG4D-SYST-0006 I2C  

 (3) MIRSMG4D-SYST-0008 Raspberry Pi  
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MIRS MG4 Arduino  
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 (1) MIRSMG4D-SYST-0003 Arduino  

 (2) MIRSMG4D-SYST-0007 Arduino  
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RasPiの試験手順書 Arduinoの試験手順書

授業資料にアップ



動作試験に際して注意事項

ü配線・組み立て時、短絡・断線・方向に注意
üダブルチェック
üステップごとの確認を怠らない（前工程で不具合を潰す）

ü信号ケーブルはジャンパワイヤも使用可

üエンコーダは不具合事例多数（パルス抜け）

ü特に不具合・試験結果は詳細に記録しておく
ü動作確認中の不具合報告（フォーマット）
ü必要に応じて適宜全体に共有
ü結果は波形やデータで残す

ü作業したことは逐一ノートにメモしておく

ü適宜、写真を撮って記録しておく

http://www2.denshi.numazu-ct.ac.jp/mirsdoc2/mirsmg4d/tech/num0003a/index.html
http://www2.denshi.numazu-ct.ac.jp/mirsdoc2/mirs19sf/data/num0001a/faultreport.docx


その他注意

ü物品の管理と作業環境維持
ü物品の管理は各班で行う
üProjectブース内は整理整頓
üクリエイティブ・ラボのWBマーカーを無駄遣い
しないこと

ü最後に各自で作業日報を記入
ü時間は実時間で入力
ü作業コードは以下のようにする

ü前回「11:標準部品製造・試験」
ü今回「12:標準機機能試験」
ü次回「14:標準機統合試験」


